





















A safety educational program focusing on meta-cognition in cycling was developed for 
adolescents. This program was designed to promote self-understanding of their own decision-making 
tendency while riding a bicycle using self- or group-diagnosis. A coaching method was used to support 
students’ proactive learning in the program. It would be required that empirical data should be 







1,034 名であり、内、中学生が 53 名（5.1%）、高














                                                   











































































表 1 教育プログラムのシナリオ構成 














































































































































図 2 ワークシート 
① 意思決定規を使って、⾃分のこころの動きを測ります。
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図 3 意思決定規（いしぎめじょうぎ） 
 
 
図 4 自己診断の回答時に用いるスライド回答例 
 
 





































































                                                   




















































































[1] 宮城県警察 (2017) . 自転車の交通事故発生
状況（平成 28 年中）http://www.police.pref. 
miyagi.jp/hp/kikaku/shiboutoku/jiko_tokutyou/
h28-tukigoto/jitennsha.pdf 
[2] 佐伯胖(1985). 認知 心理学事典 平凡社, 657-
659. 
[3] Koivisto, I. & Mikkonen, V. (1997). Mirroring 
method: A traffic safety campaign without 
authoritative "right answers." Central 
Organization for Traffic Safety in Finland. 
[4] 小川和久 (2014). 生徒の自己理解に基づく安
全教育方法の開発 東北工業大学紀要 II：人文社
会科学編, 34, 1-9. 
[5] 文部科学省 (2012). 安全な通学を考える～加
害者にもならない～ 
[6] 尾崎仁美 (2004). 自分へのめざめ 自己理解
のための青年心理学 八千代出版, 17-33． 
[7] Hatakka, M., Keskinen, E., Gregersen, N.P., 
Glad, A., & Hernetkoski K. (2002). From control 
of the vehicle to personal self-control: 
broadening the perspectives to driver education. 
Transportation Research Part F, 5, 201–215. 
  
内的環境 社会的環境
時間的プレッシャ
外的環境
遅刻一般
•遅刻しそうなとき
•間に合わなくなりそうなと
き
集合時間
•集合時間に遅れそうなと
き
部活
•部活に遅れそうなとき
•練習に遅れそうなとき
電車
•電車に乗り遅れそうなとき
ひとり
•一人で運転しているとき
•人に見られていないとき
気分の良さ
•調子がよいとき
•楽しいことがあるとき
はやる気持ち
• 家で早くやりたいことが
あるとき
発散・開放感
•風を感じたいとき
•ストレスが溜まっていると
き
対信号
•長めの信号
•青信号が点滅していると
き
雨
•雨が降ってきたとき
夜
•夜遅いとき
•帰る時間が遅くなったとき
下り坂
•下り坂を走っているとき
その他
•冷凍物を買ったとき
急ぎ・焦り
•急いでいるとき
•焦っているとき
人通り
•人通りが少ない時間帯や
道路
•朝早いとき
•歩行者がいないとき
